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・1工区の完成断面石積のり先
・護岸改修範囲の西側で1点

DO計による測
定

・専門家へのヒアリング1回年1回

２丁目護岸周辺の海底地形、底質に大きな変化が見られた場合は、東京湾内にある波浪観測点から外力を推定する。

青潮発生時青潮時の溶存酸素量測定。生物環境
への外力把握を目的とする。

専門家への
ヒアリング

水鳥の場の利用への影響の有無を把
握する。

水鳥

波浪・

流況検

証
材

料

・測線No.82、H19年度乱積施工箇所、L-2、No.46、L-3の5箇所にお

ける採取分析

・1箇所当り高、中、低潮帯、のり先の4検体

採取分析

・測線No.82、H19年度乱積施工箇所、L-2、No.46、L-3の5測線

・石積護岸(斜面上)：方形枠(50㎝×50㎝)による連続

目視観察

・高潮帯から護岸のり先まで1m間隔

・旧護岸法線より30～100mは10m間隔

・石積護岸の東側端部の1地点においても観察

・H19年度乱積施工箇所は潮間帯のみ観察

春季：4月

夏季：8月下旬～9月の

年2回

冬季：1月 潮間帯の

写真撮影のみ（ただ

し、青潮や出水などに

より護岸前面の生物群

集に大きな影響があっ

た場合には、冬季調査

を実施する。）

ベルトトラン
セクト法によ
る観察

潮間帯生物の定着状況

○調査は公開とし、ベルトト

ランセクト法による観察は

市民との協働で行うものと

する。

生物

・測線No.82(1工区)、No.46(2工区)の岸沖方向100mを10m間隔で採泥

(11検体)、L-2、対照測線L-3の岸沖方向100mを10m間隔で採泥（10

検体）：合計42検体

・測線No.82、L-2、対照測線L-3の岸沖方向500mの3測線では、沖合

150m,200m,300m,400m,500mの5地点で採泥：合計15検体

春季：4月

秋季：9月

の年2回

採泥・
粒度試験

粒径の変化の把握底質

・護岸改修範囲の岸沖方向100m ×(48測線) = 測線延長4,800m

・測線No.82(1工区)、L-2、対照測線L-3の

岸沖方向500m×( 3測線) = 測線延長1,500m

春季：4月

秋季：9月の年2回

地形測量・護岸部の張り出しによる周
辺への物理的影響の把握

・洗掘等による周辺地形の変

化の把握等

地形

検
証
項
目

数 量 等時期（間隔）方 法目 的項目区分

＊砂つけ試験はH24年1月の調査をもって終了する。

資料４－４

深浅測量（48測線：改修範囲20m間隔×47測線、対照測線1測線）

深
浅

測
量

5
0
0
m

対照測線
L-3

測線No.46
(2工区)

測線L-2

(旧対照測線)
測線No.82

(1工区)

地形測量範囲：測線延長4,700m（岸沖方向100m×47測線）

地形測量測線：測量延長1,500m（岸沖方向500m×3測線）

底質採取(沖合い100mまで10m間隔)

及び(沖合100mから50m及び100m間隔)

凡 例

潮間帯生物（定量採取）2箇所×4検体

（高，中，低潮帯，のり先）

深
浅

測
量
5
0
0
m

深
浅

測
量

5
0
0
m

H16年度環境基礎調査のL-3から
80m西側へ移動した測線

＊砂つけ試験はH24年1月で終了した。
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潮間帯生物（ﾗｲﾝﾄﾗﾝｾｸﾄ法）
×5測線（乱積み部は石積み潮間帯のみ）

測線No.83
(乱積み部)


